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１ 

１．理事会・評議員会開催状況 

会議名 年月日 出席者数 議 決 事 項 

理 

事 

会 

30.5.17 

（第 3回） 

 

 

 

理事 

8名 

監事 

2名 

議第 6号 平成 29年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会事業報告の認定

について 

議第 7号 平成 29年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計資金収

支決算の認定について 

議第 8 号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会次期役員候補者推薦書の提

出について 

議第 9 号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会次期評議員候補者推薦書の

提出について 

議第 10号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会の就業規則の一部を変更

する規程の制定について 

31.3.8 

（第 1回） 

理事 

8名 

監事 

1名 

議第 1号 平成 30年度 社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計資金

収支補正予算(第１号)について 

議題 2号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会定款の一部を改正する定款

の設定について 
議第 3号 平成 31年度 社会福祉法人三川町社会福祉協議会事業計画（案）

について 

議第 4号 平成 31年度 社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計資金

収支予算（案）について 

議題 5号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会評議員会の招集について 

    

会議名 年月日 出席者数 議 決 事 項 

評 

議 

員 

会 

30.5.31 

（第 4回） 

 

評議員 

10名 

理事 

2名 

監事 

1名 

議第 8号 平成 29年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会事業報告の認定

について 

議第 9号 平成 29年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計資金収

支決算の認定について 

議第 10 号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会の就業規則の一部を変更

する規程の制定について 

議第 11号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会役員の選任について 

31.3.25 

（第 1回） 

評議員 

9名 

理事 

2名 

 

議第 1号 平成 30年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計資金収

支補正予算（第 1号）について 

議第 2号 社会福祉法人三川町社会福祉協議会定款の一部を改正する定款 

の設定について 

議第 3号 平成 31年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会事業計画につい      

     て 

議第 4号 平成 31年度社会福祉法人三川町社会福祉協議会一般会計収支予

算書について 

 

２．監査・専門部会開催状況 

項目 年月日 出席者数 会  議  内  容 

監
査 

30.5.14 

 

2名 ○平成 29年度事業及び決算について 

・三川町社会福祉協議会及び共同募金会の事業について 

・三川町社会福祉協議会会計及び共同募金会の決算について 



 

２ 

項目 年月日 出席者数 会  議  内  容 

監
査 

30.10.31 3 名 
○社会福祉法人に関する一般指導監査 

(山形県庄内総合支庁地域保健福祉課) 

監
査 

30.11.21 

 

2名 ○平成 30年度事業及び決算について(中間監査 H30.4.1～9.30) 

・三川町社会福祉協議会及び共同募金会の事業について 

・三川町社会福祉協議会会計及び共同募金会の決算について 

 

３．会議・研修会等への参加状況 

会議名及び出席者 年月日 会  議  内  容 

市町村社会福祉協議会事務局長会議 

（山形市）【須藤事務局長】 
30.4.20 

○平成 30年度山形県社会福祉協議会事業の説明 

○市町村社協の現状・課題等についての情報交換・協議 

基幹的社協専門員連絡会議ならびに実

務研修（山形市）【石塚主事】 
30.4.24 

○29年度事業報告、30年度事業計画説明 

○福祉サービス利用援助事業の事務手続き 

総合的な雪対策に係る会議 

（庄内総合支庁）【須藤事務局長】 
30.6.7 

○県雪対策施策説明及び雪条例（仮称）の制定について 

○除雪支援に係る現状と課題についての意見交換 

生活困窮者自立支援事業担当者会議

（庄内総合支庁）【須藤事務局長】 
30.6.13 

○自立支援制度について 

○自立相談支援制度の実施状況について 

平成 30 年度広げようボランティアの輪

連絡会議総会（鶴岡市） 

【石栗委員、本間委員、五十嵐専門員】 

30.6.14 

○平成 29年度事業報告、収支決算報告 

○平成 30年度役員体制、事業計画について 

平成 30 年度三川町要保護児童対策地域

協議会代表者会議(役場)【須藤事務局長】 
30.6.18 

○平成 29年度実施状況、平成 30年度実施計画 

○児童虐待相談事例調査分析報告書について 

平成 30 年度三川町高齢者虐待防止連絡

協議会（役場）【須藤事務局長】 
30.6.20 

○三川町高齢者虐待防止・対応状況について 

○三川町高齢者虐待防止・対応マニュアルの見直し 

社会を明るくする運動等に関する関係

機関団体合同会議(役場)【須藤事務局長】 
30.7.5 

○第 68回社会を明るくする運動等について 

○情報交換 

山形県共同募金会市町村共同募金委員

会事務局長会議（山形市）【須藤事務局長】 
30.7.18 

○平成 30年度事業計画、収支予算、配分計画、 

共同募金目標額について 

平成 30 年度三川町生活支援体制整備協

議体会議（役場）【須藤事務局長】 
30.7.19 

○町の地域課題と地域資源について 

○情報交換 

平成 30 年度第 1 回三川町高齢者保健福

祉計画及び介護保険事業計画委員会 

（役場）【須藤事務局長】 

30.8.24 

○保健福祉事業の実施状況について 

 

平成 30 年度第 1 回三川町地域包括支援

センター運営協議会(役場) 

【須藤事務局長】 

30.8.24 

○平成 29年度三川町地域包括支援センター運営状況 

○平成 30年度三川町地域包括支援センター事業計画 

○指定介護予防支援業務の一部委託について 

平成 30 年度三川町地域密着型サービス

運営協議会(役場)【須藤事務局長】 
30.8.24 

○平成 29年度指導監査実施状況 

○平成 30年度指導監査実施計画 

○指定地域密着型サービス事業所等の指定について 



 

３ 

会 議 名 年月日 会  議  内  容 

平成 30 年度第 1 回広げようボランティ

アの輪連絡会議（酒田市）【石塚主事】 
30.8.27 

○平成 30年度事業・研修会について 

平成 30 年度第 1 回山形県子どもの居場

所づくりネットワーク会議（山形市） 

【須藤事務局長】 

30.9.20 

○県内の子どもを取り巻く環境とその支援体制 

○子どもの居場所づくりへの取り組みについて 

○情報交換 

平成 30 年度市町村社協生活福祉資金担

当者連絡会議（山形市）【石塚主事】 
30.9.27 

○事務説明 

○情報交換 

平成 30 年度みかわの支え合いと地域づ

くりを考える研修会（三公）【須藤事務局

長】 

30.10.5 

○講演「住民主体の助け合いと居場所づくりについて

考えよう」 

 講師 酒田市介護保険課 船山 紘子 氏 

平成 30 年度広げようボランティアの輪

連絡会議事業（酒田市） 

【ボランティア４名、五十嵐専門員】 

30.10.9 

○酒田市ボランティア・公益活動センターオープン記

念講演会 講師 小松隆二氏（初代東北公益文科大

学長）、武田真理子氏（東北公益文科大教授） 

平成 30 年度山形県社会福祉振興会 研

修会（天童市）【須藤事務局長】 
30.10.10 

○基調報告 

○実務研修 

平成 30 年度山形県地域生活定着支援セ

ンターネットワーク会議 

（庄内総合支庁） 

【石塚主事】 

30.10.25 

○地域生活定着支援センターの業務について 

○逮捕から特別調整者選定までの手続きについて 

○刑務所における社会復帰に向けた取組について 

○触法高齢者・障害者に対する弁護活動の現状と課題 

平成 30 年度広げようボランティアの輪

連絡会議事業ボランティア交流会（酒田

市）【ボランティア２名、石塚主事】 

30.11.11 

○講演「希望の引きこもり」講師 春風の会 

○しりあう・つながる交流会 

市町村社会福祉協議会事務局長会議（山

形市）【須藤事務局長】 
30.11.16 

○市町村社協からの県社協会費算定基準（案）につい

て 

第 68回山形県・県民福祉大会（天童市）

【須藤事務局長】 
30.11.20 

○講演「いのちのバトンタッチ」 

 講師 映画「おくりびと」の原案 青木 新門 氏 

災害ボランティアセンター運営研修会

（庄内総合支庁）【五十嵐専門員】 
30.11.21 

○災害ボランティアセンターについて 

○災害ボランティアセンターの設置運営と備え 

日常生活自立支援事業生活支援員会議

（鶴岡市）【渡部支援員、石塚主事】 
30.11.22 

○日常生活自立支援事業県内の状況と課題 

○年金受給者、医療保険加入者の各種届出について 

平成 30 年度庄内地方社会福祉協議会連

絡会役職員研修会（遊佐町）【須藤事務局長】 
30.12.5 

○講演「地域での支えあいについて」 

 講師 mottoひょうご 事務局長 栗木 剛 氏 

市町村社会福祉協議会会長会議（鶴岡

市）【阿部会長】 
30.12.10 

○市町村社協からの県社協会費算定基準（案）につい

て 

イオン幸せの黄色いレシートキャンペ

ーン（イオン）【石塚主事・大瀧】 
30.12.11 

○イオンの食品レジの近くで、黄色いレシートの啓発

及び三川町社協の受付箱への投入呼びかけ 

押切小学校歳末たすけあい募金贈呈式

（押切小）【須藤事務局長・大瀧】 
30.12.18 

押切小学校で集めた歳末たすけあい募金の贈呈式 

   



 

４ 

会 議 名 年月日 会  議  内  容 

第２回子どもの居場所づくりネットワ

ーク会議（天童市）【須藤事務局長】 
31.2.13 

「山形県子どもの居場所づくりネットワーク趣意書

（案）」の決議、ネットワーク立ち上げの宣言 

平成 30年度三川町自殺対策連絡会議 

（役場） 
31.2.22 

○庄内地域における自殺の状況について 

○平成 30年度事業実施状況、平成 31年度の事業計画 

日常生活自立支援事業 基幹的社協事務

局長会議（山形市）【須藤事務局長】 
31.2.25 

○平成 30年度日常生活自立支援事業実施状況報告 

○平成 31年度日常生活自立支援事業の推進 

市町村共同募金委員会事務局長会議（山

形市）【須藤事務局長】 
31.2.27 

○平成 30年度共同募金運動報告 

○平成 31年度共同募金運動の推進 

平成 30 年度第 2 回三川町地域包括支援

センター運営協議会（役場）【石塚主事】 
31.2.27 

○平成 30年度三川町地域包括支援センター運営状況 

について 

○平成 31年度三川町地域包括支援センター事業計画 

について 

平成 30 年度第 2 回三川町地域密着型サ

ービス運営協議会（役場）【石塚主事】 31.2.27 

○三川町指定地域密着型サービス事業所について 

○平成 30年度指導監査等の実施状況及び運営推進会 

議の開催状況について 

山形県子どもの居場所開設準備講座 

（三公）【須藤事務局長】 
31.3.6 

○子どもの居場所とは、居場所づくりハンドブック 

○実践発表、質疑応答 

日常生活自立支援事業 基幹的社会福祉協

議会専門員連絡会議（山形市）【石塚主事】 
31.3.6 

○平成 30年度日常生活自立支援事業の実施状況 

○平成 31年度日常生活自立支援事業の推進について 

 

４．事業実施状況 

（１）広報活動 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．情報

の提供 

○広報「ふれあい」発行（年間 3回開催） 【共募配分金】 

72号（8/1）平成 29年度事業報告及び収支決算、平成 30年度事業計画 

73号（10/15）赤い羽根共同募金・ふるさと少年教室 

74号（H31.3/31）赤い羽根共同募金報告・ボランティア募集 

他に、各号にて共同募金事業や各種団体、ボランティア活動の記事を掲載し、町民への周知

を図ることができた。 

○ホームページに事業報告、決算、事業実施状況の記事の掲載を行い、情報の開示と提供に努

めた。 

 

（２）福祉教育の推進 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．福祉

教育機会

の提供 

○ふるさと少年教室  【共募配分金】 

・平成 30年 7月 26日（木）・7月 27日（金）開催 

内 容：ペットボトル風鈴と万華鏡を作り女性高齢者から遊び方を教わった。 

    グラウンドゴルフ体験で、男性高齢者から指導を受けた。 

参加者：児童 48 名、老人クラブ男性協力者 12名、老人クラブ女性協力者 10名、ボランティア

（更生保護女性会）16名 

 



 

５ 

・開催日：平成 31年 1月 12日（土）開催 

・内 容：お寺で坐禅・書道体験、ボランティアによる人形劇 

・参加者：児童 8名、ボランティア（更生保護女性会、ふれあい弁当調理ボラ）16名 

・成果等：夏は老人クラブの男性、女性協力者の皆さんと、様々なもの作り、ゲームを通して

世代間交流ができた。また、協力して作業することや、団体行動のルールを参加者

全員が学べた。冬は寺院を訪問して坐禅・書道体験など、普段経験できないことを

学べた。夏冬の開催を通して小学校間の交流が出来た。 

 

（３）ボランティアセンター活動 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

センター機

能の充実 

○ボランティア活動相談窓口  【共募配分金】 

・開設期間：通年 

○山形県・市町村社会福祉協議会災害時相互支援に関する協定に基づく派遣協力 

・戸沢村災害ボランティアセンターへの職員派遣協力（戸沢村） 

 

（４）福祉団体等組織の育成支援 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．福祉団

体の育成支

援 

○福祉関係団体の活動支援のための事務局担当 

三川町民生児童委員協議会 三川町老人クラブ連合会 三川町遺族会  

三川町身体障害者福祉協会 三川町ボランティア連絡協議会 

三川町手をつなぐ育成会 三川町母子寡婦福祉会 三川町赤十字奉仕団つくしの会 

・効果等：関係団体の連携体制の促進等のほか、当協議会事業の円滑な運営に協力を得られた。 

今年度から、三川町民生児童委員協議会・三川町遺族会・三川町赤十字奉仕団つくし

の会の事務局が、三川町から三川町社会福祉協議会に移管された。 

※三川町手をつなぐ育成会・三川町母子寡婦福祉会・三川町赤十字奉仕団つくしの会は町から

の補助金なしで活動 

 

（５）地域ネットワーク活動の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．福祉員

の設置 

○町内会長へ委嘱 

○福祉員と民生児童委員協議会との合同会議（研修会） 48名出席 

 （6/26）・三川町の空き家対策及び町内会と民生委員児童委員との連携について 

      講師 三川町建設環境課 課長補佐（環境整備担当）丸山誠司 氏 

 （11/30）・冬期間の見守り援助活動事業について 45名出席 

※顔合わせも兼ねて第１回目は６月に実施。自己紹介を行い、連携についても考えていただく

機会となった。３地区に分かれそれぞれの町内会での支援体制を確認した。冬期間の問題だけ

ではなく、地域での問題や課題など福祉員（町内会長）と民生委員の連携強化に繋がっている。 

 

 

 

  



 

６ 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

２．地域ネ

ットワーク

活動の推進 

○緊急時連絡先カードの整備  【共募配分金】 

・対 象 者：一人暮らし高齢者及び高齢者世帯 

・整備内容：緊急時の第一連絡先及び地域見守り世帯の確認整備 

      発行件数 108件（平成 31年 3月末時点） 

・効 果 等：一人暮らし高齢者及び高齢者世帯に関する緊急時の連絡先を整備し、本人と民 

生委員児童委員との情報を共有することにより、家族との情報交換等が迅速かつ

円滑になった。 

 ○サロン実施町内会施設整備補助事業  【共募配分金】 

・実施状況：なし・成 果 等：町内会長とサロン実施キーパーソンの話し合う機会ができ、サ

ロン実施についても町内会での理解を得られた。 

 

（６）高齢者在宅福祉事業の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．在宅福

祉 サ ー ビ

スの実施 

 

○一人暮らし高齢者会食交流会 

・実 施 日：平成 30年 4月～平成 31年 2月 8回/全 8回 （第 3金曜日） 

・対 象 者：一人暮らし高齢者 

・参加人数：延べ(参加者 125名 民生委員児童委員等 90名 計 215 名) 

・運営協力者：三川町民生児童委員協議会女性部(厚生部)が食事の調理及び交流会を運営 

・成 果 等：女性の民生委員児童委員の方々と一人暮らし高齢者の方が交流・情報交換をしな

がら一緒に食事をすることで、閉じこもり予防につながった。 

○給食サービス事業  【受託事業】 

・実 施 日：毎月第 2・4水曜日 

・利 用 者：町内在住一人暮らし高齢者・高齢者夫婦世帯等（今年度登録者 23名） 

・配 食 数：延べ 528食（平均 22食） 

・協 力 者：ふれあい弁当調理ボランティア登録者数  35名 

ふれあい弁当配達ボランティア登録者数  12名 

・成 果 等：栄養バランスのとれた手づくり弁当が皆さんに喜ばれている。また、配達の際、

ボランティアによる安否確認を行っている。 

○元気教室  【受託事業】 

・開 催 日：平成 30年 6月～平成 31年 1月全 16回（毎月第 2・第 3 水曜日） 

・登録者数：29 名（うち皆勤者 17名）  

・参加者数：延べ 405名 

・運営協力者：山形の高齢者を元気にする会・ボランティア 8名 

・成 果 等：80 歳以上の高齢者を対象にした認知症予防の各種リハビリ活動等を提供 

することにより、参加者同士のコミュニケーションも増え、積極的な参加 

意欲が出てきた。 

・今後の課題：参加者の固定化に伴う講師及び事業内容の検討が必要。男性参加者が継続しな

い、ボランティア不足、参加希望者の増加への対応が今後の課題と受け止めてい

る。 

  

 



 

７ 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．在宅福

祉 サ ー ビ

スの実施 

 

○楽らく貯筋塾  【受託事業】 

１クール  開催期間：平成 30年 8月～10月 木曜日（6回） 

参 加 者：延べ 78名  （登録者 16名） 

２クール  開催期間：平成 30年 12 月～平成 31年 2月 木曜日（6回） 

参 加 者：延べ 57名  （登録者 12名） 

・運営協力者：指導講師（介護老人施設ほのか）・ボランティア 

・成 果 等：要介護状態となることを予防し、日常生活の自立を促進するため筋力リハビリを

実施。運動習慣が身につき、自宅でのトレーニングの継続につながった。 

○ミニサロン事業  【共募配分金】 

・実 施 状 況 ：12ヶ所で実施  

（サロン竹友 5 回・横山にこにこサロン 7 回・土口なかよしサロン 1 回・青山い

きいきサロン 5回・猪子米寿サロン 5回・上町いきいきサロン 12回・成田新田

おしゃべりサロン 8 回・押切中町わくわくサロン 7 回・天神堂お楽しみサロン

6 回・押切下町なごやかカフェ 4 回・横川おもしぇの～サロン 2 回・福祉セン

ターサロン） 

・運営の担い手：キーパーソン（お世話役）3名～16名 

・運 営 方 法 ：参加者とボランティアの協同運営 

・実 施 企 画 ：運営の担い手と社協職員の話し合いで決定 

・チラシ作成 ：社協で作成 

・成 果 等：高齢者が気軽に集い交流することで、閉じこもり予防につながっている。 

○サロン担い手勉強会 【共募配分金】 

第 1回 平成 31 年 2月 13日 25名 「家でも簡単にできる骨盤体操＆ストレッチ」 

○ふれあい広場  【受託事業】 

・開 催 日：毎月１回 （第１水曜日 10：00～14：30） 

・対 象 者：町内在住 65歳以上の方（自由参加） 

・参 加 者 数：延べ 398名（1回平均 33.1 名） 

・運営協力者：ＪＡ庄内たがわ女性部三川支部ふれあいハッピーの会 延べ 64名 

(1 回平均 5.3名） 

・成 果 等：内容により参加者が変動。自由参加の場として、参加者同士の交流や閉 

じこもり防止、認知症予防につながっている。  

・今後の課題：連合会加入の単位老人クラブが少なくなっていることから、チラシ配 

布方法の検討が必要。  

○福祉・介護機器貸与事業 

・対 象 者：介護保険制度適用者以外で介護を必要とする方 

・貸与機器：○車イス(15台) 

・貸出実績： 
 

福祉機器の種別 保有台数 
貸出数 

31.3.31 現在 
貸出可能数 

車イス 15台 4台 11台 



 

８ 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．在宅福

祉サービス

の実施 

 

○筋力トレーニング教室  【受託事業】 

平成 30年度から年齢ではなく運動強度ごとに 3コースに分かれ、個人の目標・体調等に合

った運動・ストレッチを行っている。このため対象者は全コースとも、三川町在住の 60歳以

上の方としている。 

★はつらつコース 

・開 催 日：平成 30年 4月～平成 31年 3月（全 24回）原則毎月第 2.4木曜日 

・対 象 者：町内在住 60歳以上の方 

・参 加 者 数：延べ 430名（登録者 30名）全 24回 

・運営協力者：健康運動指導士 佐藤しおり 氏 

・成 果 等：はつらつコースは、積極的に身体を動かし筋力アップを目指せている。 

★ときめきコース 

・開 催 日：平成 30年 4月～平成 31年 3月（全 24回）原則毎月第 1.2金曜日 

・対 象 者：町内在住 60歳以上の方 

・参 加 者 数：496名（登録者 30名）全 24回 

・運営協力者：介護予防運動指導員 飯野 隆 氏 

・成 果 等：ときめきコースは、適度な運動強度で、ほどよい筋力アップと、日常生活での

運動の習慣化が出来ている。 

★ゆったりコース 

・開 催 日：平成 30年 4月～平成 31年 3月（全 24回）原則毎月第 1.4水曜日 

・対 象 者：町内在住 60歳以上の方 

・参 加 者 数：565名（登録者 30名）全 24回 

・運営協力者：介護予防運動指導員 飯野 隆 氏 

・成 果 等：ゆったりコースは、無理なく身体を動かしながら、日常生活での運動習慣を身

に付けられている。 

・課 題 等：３コースとも受託金額が講師謝礼額に満たないため、参加費および共同募金配

分金から不足分を充当し開催している。 

○「高齢者作品展」  【共募配分金】 

・開  催  日：平成 30年 11月 2日～4日 

・対  象  者：60歳以上の高齢者（アマチュア） 

・出  品  数：58作品 

・成  果  等：一般高齢者によるパッチワーク・くるみ絵・ぬり絵等の手工芸品をみかわ秋

まつりの開催に合わせて展示。多くの町民に見ていただくことができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

９ 

（７）各種相談事業の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１． 

総合 

相談 

事業 

○心配ごと相談所 

・開設日：月曜日～金曜日 8時 30分～17時 00分 

○特設無料法律相談所開設 

・開 設 日：①平成 30年 17月 13日（火）司法書士１名・・・相談 5件 

      ②平成 30年  9月 11日（火）司法書士１名・・・相談 4件 

      ③平成 30年 11月 20日（火）司法書士 1名・・・相談 4件 

      ④平成 31年 2 月 13日（水）司法書士１名・・・相談 5件 

・相談実績 

心
配
ご
と
相
談
所
の
実
績 

    1 2 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ 

合 
 

計 相
談 

解
決 

継
続 

弁
護
士
・
司
法
書
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個
別
支
援
会
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福
祉
課 

保
健
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
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サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
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保
健
所 

医
療
機
関 

民
生
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委
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福
祉
施
設 

そ
の
他 

 
 
 
 

 

相 

談 

分 

野 

福祉サービス 1   1     1                 1 

健康医療                             0 

不安解消

情緒安定                       0 

貸付相談 15 9 6      1      1 

家族人間関係 6 5 1   1         1 

近隣トラブル 8 3 5    1        1 

相続関係 10 10  1           1 

高齢者福祉 1  1     1       1 

就 労               0 

財産金銭 6 6             0 

日常生活

自立支援 11 1 10  2   3       5 

その他 4 4       1      1 

合 計 62 38 24 1 2 2 1 4 2 0 0 0 0 0 12 

・成果等：心配ごと相談においては、相談内容が専門的助言を必要とする状況になってきている。 

また、相談者の多くが複合的な問題を抱えており、相談内容が多様化している。 
  

他機関へ 

つないだ 

状況 

相談  

内容 



 

１０ 

（８）母子・父子世帯への支援事業の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．各種支

援事業 

○母子・父子世帯の生活支援   

・母子研修会【県母子連活性化事業】 

① 開催日：平成 30年 9月 17日（月） 

内 容：ぶどう狩りと会員交流 

場 所：櫛引 佐久間利兵ェ観光農園 

参加者：5名 

※成果等：町の補助金なしで山形県や県母連の補助事業をとり入れ活動実施 

 

（９）児童健全育成事業の展開 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．環境

づくり推

進 

○福祉センター「子ども広場」の遊具の設置  【共募配分金】 

・設置遊具：卓球・バドミントン・マット・鉄棒・飛び箱 

・実施方法：日常管理 

・効 果 等：児童がのびのび遊べる環境が整備される。 

○町内会遊具の保守点検経費補助事業  【共募配分金】 

・実施件数：1件 

○ センター施設の貸し出し  

・会議室等の貸し出し 

・子ども広場の開放 

 

（１０）日常生活自立支援事業 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

１．福祉サ

ービス利用

援助事業 

○福祉サービス利用援助事業 （平成 27 年度より基幹社協として実施） 

・事業内容：高齢者や知的障がい、精神障がいのある方等が地域で安心して暮らせるよ

うに、福祉サービスを利用する際のお手伝いや日常的な金銭管理のお手伝

いを行う。 

・支援体制：三川町生活支援員 2名（渡部宏美・阿部紀子） 

専門員 2名（石塚智洋・大瀧知子） 

・支援件数：6件（平成 30年度での新規契約 0件、契約準備件数 4 件） 

・契約内容：認知症高齢者等 3件・障がいのある方 2件・その他 1 件 

・活動回数：87 回（平成 30年 4月～平成 31年 3月） 

・成 果 等：基幹的社協として、より身近なところで対象者の日常生活における金銭管

理の支援を行なうことにより、自立した生活を維持することができてい

る。利用者、相談件数とも増えている。 

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

２．福祉資

金貸付事業 

○山形県生活福祉資金貸付事業  【受託事業】 

・新規件数：1件（平成 30年 4月～平成 31年 3月） 

・事業内容：進学・就職のための資金や、低所得世帯等の経済的自立と生活安定に資す

るため、県生活福祉資金の貸付相談及び申請業務等を行なう。 



 

１１ 

○三川町生活福祉資金貸付事業 

・新規件数：3件 

・事業内容：低所得世帯等の経済的自立と生活安定に資するため、町生活福祉資金の貸

付相談及び申請業務等を行なう。 

・限 度 額：原則上限額 20万円 

・成 果 等：医療費等の早急な支払いやライフライン停止を避けるための措置として、

少額を貸付け。概ね全て計画通りに返済は完了。 

３．行路人

支援事業 

○行路人支援金給付事業  【共募配分金】 

・事業内容：行路人への支援金となる。 

・実 績 等：0名 0円（限度額：１名 500 円） 

 

 

  

【福祉資金貸付事業】 
     

(1)生活福祉資金取扱状況（県社協貸出分） 
   

 

H30.3.31 現在 

貸付件数 

償還開始前 

件数 

平成 30年度 

償還完了件数 

平成 30年度 

新規貸付件数 

H31.3.31 現在 

貸付件数 

長期滞納件数 

（12ヶ月以上） 

厚生資金 5 0 1 0 4 - 

療養資金 - - - - - - 

生活資金 - - - - - - 

修学資金 22 (2) - 1 23 8 

計 27 (2) 1 1 27 8 

 

(2)三川町福祉資金取扱状況 

    

福祉資金 

H30.3.31 現在 

貸付総額 

平成 30年度 平成 30年度 

償還金合計 

H31.3.31 現在 

新規貸付額 新規貸付件数 貸付総額 貸付件数 

1,101,000 230,583 3 267,583 1,064,000 20 

      

【預金残高】 
     

（原資）      

○平成 30年 3月 31日現在 預金残高 3,272,849円  

  

○預金利息 
 155円  -   

○平成 31年 3月 31日現在 預金残高 3,310,004円    

○平成 31年 3月 31日現在 資金総額（原資） 4,374,004円 （預金残高＋貸付総残高） 
 

件数 

種別 



 

１２ 

（１１）共同募金活動の展開  

項 目 事 業 実 施 状 況 等 

赤い羽根共

同募金 

○赤い羽根共同募金運動 

・期 間：10月 1日～12月 31日 

・方 法：全世帯へ共同募金納入依頼書郵送（１世帯 1,300円） 

歳末たすけ

あい募金 

○歳末たすけあい運動 

・期 間：12月 1日～12月 31日 

・方 法：全世帯へ歳末たすけあい封筒募金（１世帯 500円）を依頼。12月 14日に配

分委員会を開催、対象世帯へは民生委員に依頼し配分した。 

 

（１２）その他、センターに関わる改修・整備事業及び組織体制の確立 

項 目 事 業 実 績 状 況 等 

１．センタ

ー修繕・改

修・その他 

・社会福祉センター事務室系統灯油ヒートポンプエアコンの故障に係る部品交換 

・車庫の解体撤去 

・自動ドア装置取替 

２．財政基

盤の確立 

○公的財源及び民間財源等の開拓と確保  

・三川町等公的機関からの業務委託料や補助金のほか、住民等からの会費、賛助会 

費及び寄付金等の協力により財源の確保が図られている。 

・社会福祉協議会費納入については、7月全世帯（世帯主）へ依頼し、賛助会費納入 

については、12月賛助会員へ依頼。 

３．施設の

適正管理 

○福祉センターの適正な管理運営 

・管理方法：福祉活動の拠点として、また健診や公民館的会議室使用等多岐にわたる施

設使用が円滑かつ適正に展開できるよう、平日 17 時 15 分以降の夜間・

土日管理を、シルバー人材センターに委託。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１３ 

５．平成３０年度 社会福祉センター 利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                       

 

 

 

１．各会議室利用状況
利用者数（人）

２．福祉センター使用料収納状況

有料利用回数(回)

※下記利用状況も含む

平成30年度利用室名

相　談　室

集　会　室

平成29年度 平成30年度 平成29年度

51

206 270 会場・酒席使用料収納(円) 98,860 100,610

6,023 5,928 53

4,433 3,885

4,806 4,883

第１会議室

第２会議室

298 238

5,092 6,537

栄養指導室

子ども広場

22,399

459 43

430 615

機能回復訓練室

ボランティア相談室

合　　　　計 23,043

※子ども広場の自由来館者利用状況 利用者数（人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

0 0 0 0 1 0 0 0 0 3 0 2

低学年 32 8 19 22 10 29 22 32 31 22 6 21

高学年 45 15 22 28 11 31 27 12 8 1 7 45

26 7 20 25 17 11 8 21 3 0 1 18

15 8 8 10 4 2 0 7 4 7 3 12

0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 1

118 38 69 87 43 73 57 72 46 33 17 99

幼　 児

小学生

中学生

高校生

大学生・一般

6

254

252

157

80

3

752

計項　　目


